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回答属性（n=3,152）

・回答媒体

・性別

・年齢

Web
2648
84%

紙

504
16%

男性

1064
34%

女性

2031
65%

回答しない

44
1%

無回答

13
0%

10代未満

0%

10代

1%
20代

5%30代

10%

40代

18%

50代

30%

60代

22%

70代

12%

80代以上

2%

無回答

0%

・お住まい

市内在住

1918
61%

市外在住

1195
38%

無回答

39
1%

「徳川家康公と岡崎城に関する意識調査」調査結果

調査の目的 2023年に大河ドラマ「どうする家康」が放送されました。岡崎は徳川家康公の生誕地であり、岡崎城をはじ

めとした、ゆかりの史跡が数多く存在します。「どうする家康」の放送をきっかけに徳川家康公と岡崎城に
関する歴史的背景や文化資源としての価値について、再び注目が集まりました。そこで「どうする家康」放
送終了後の、徳川家康公と岡崎城に関する意識調査を行いました。

実施期間 令和6年1月23日（火曜日）～4月30日（火曜日）

回答媒体 Webまたは紙

回答数 3,152件



2

「岡崎城公園」に名称を変更することについて、どう思いますか（Q2）

賛成

2359
75%

反対

773
24%

不明

20
1%

・全体（3,152件）

・市内在住者のみ（1,918件）

賛成

1258
65%

反対

648
34%

不明

12
1%

・市外在住者のみ（1,195件）

賛成

1069
90%

反対

121
10%

不明

5
0%

徳川家康公が岡崎で生まれたことを知っていましたか（Q1）

大河ドラマ「どうする家康」に

関係なく知っていた

2353
75%

大河ドラマ「どうする家康」や

関連イベントがきっかけで知った

769
24%

今日初めて知った

14
0%

無回答

16
1%

・全体（3,152件）

・市内在住者のみ（1,918件）

・市外在住者のみ（1,195件）

大河ドラマ「どうする家康」に

関係なく知っていた

1852
97%

大河ドラマ「どうする家康」や

関連イベントがきっかけで知った

52
3%

今日初めて知った

6
0%

無回答

8
0%

大河ドラマ「どうする家康」に

関係なく知っていた

468
39%

大河ドラマ「どうする家康」や

関連イベントがきっかけで知った

715
60%

今日初めて知った

8
1%

無回答

4
0%



賛成理由（Q2）

主な理由 意見内容 件数

①分かりやすいから

岡崎市のシンボルのお城がある公園と認識できるから 540

観光で来る市外の人に分かりやすく親切だから 329

場所が分かりやすいから 238

「城」の存在が明確になり強調されるから 145

京都市の「岡崎公園」との差別化を図れるから 112

市内のほかの公園との差別化を図れるから 64

そもそも「岡崎城公園」だと思っていたから 57

そもそも「岡崎公園」という名称があいまいだから 19

そもそも「岡崎公園」という名称が浸透していないから 14

②アピールに繋がるから
岡崎市・岡崎城・歴史的価値のアピールに繋がるから 376

岡崎市・家康公・岡崎城と結びつき一体感があるから 114

③公園の印象に合うから

公園のメインがお城だから 131

語呂もよく自然な呼び方で親しみやすいから 102

「岡崎公園」より格が高い公園に感じ印象的だから 19

「岡崎城公園」のほうが印象に残るし歴史を感じるから 15

天守閣もある立派なお城であり「城」を強調すべきだから 12

綺麗で温かみのある公園の印象に合い愛着に繋がるから 10

④タイミングが良いから 「どうする家康」で知名度が上がったので時機がよいから 115

⑤全国的な傾向だから
全国的にも有名なお城の公園の名称には「城」がつくから 35

他市でも名称変更の事例があるから 12

⑥特に問題がないから

今とほぼ変わらず特に問題がないから 32

特に反対する理由がないから 19

費用がかかるデメリット以上のメリットがあるから 15

公園名を意識したことがないから 4

⑦その他
「岡崎公園」「岡崎城公園」どちらの名称でも賛成 26

時代に対応し新しい風を吹かせることは良いことだから 5

反対理由（Q2）

主な理由 意見内容 件数

①費用対効果を感じないから

費用をかける意味を感じないから 271

たいしてメリットを感じないから 77

名称を変更するほどの価値を岡崎城に感じていないから 8

②「岡崎公園」が良いから

ずっと慣れ親しんできた名称だから 234

現状に不満がなくわざわざ変えなくてよいから 75

”岡崎城のある”「岡崎公園」で十分浸透しているから 64

由緒ある歴史経緯があるから 30

「城」を強調する必要がないから 25

岡崎城以外にも史跡や魅力がある公園だから 20

岡崎城が「岡崎公園」にあることは調べれば分かるから 18

語感が悪く呼びにくいから 18

岡崎を代表する公園として「岡崎公園」の方がよいから 14

公園のなかに城があり名称変更は妥当でないから 10

なんとなく違和感があるから 8

「岡崎公園」は全国初の公園だから 5

③アピールに繋がらないから

名称変更でより一層広く周知できるとは思わないから 45

「岡崎城公園」としても印象は変わらないから 42

「岡崎公園」＝「岡崎城」と周知すれば足りるから 13

④ドラマを意識する必要が
ないから

ドラマが終わったタイミングでの変更は必要ないから 41

ドラマ等に迎合する必要はないから 16

⑤変更の影響が心配だから 名称変更による影響が心配だから 23

⑥別の名称が良いから 変更するなら別の名称が良いから 18

⑦その他
「岡崎公園」「岡崎城公園」どちらの名称でもよいから 14

城があるが「城」のつかない公園は他市にもあるから 4

3
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徳川家康公について思い浮かぶイメージ（Q3「その他」の回答詳細）
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徳川家康公と関連の深い岡崎の名所旧跡で、思い浮かぶところを全て選んでください（Q4「その他」の内容詳細）

6



大河ドラマ「どうする家康」の放送後に感じたことや意識の変化について（Q5「その他」の内容詳細）
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徳川家康公と岡崎との結びつきとして、あなたがどなたかに伝えていきたいことはありますか？（Q6市⺠のみの設問 祭事・イベント内容）
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家
康
公
の
生
誕
の
地
が
岡
崎
（

城
）
で
あ
る
こ
と

大
樹
寺
で
の
で
き
ご
と
（

厭
離
穢
土
欣
求
浄
土
）

家
康
公
の
家
臣
団
と
の
絆
・
関
わ
り
か
た

家
康
公
が
平
和
な
世
を
つ
く
っ
た
こ
と

ビ
ス
タ
ラ
イ
ン
（

岡
崎
市
景
観
計
画
）

家
康
公
ゆ
か
り
の
史
跡
が
あ
る
こ
と

家
康
公
の
生
き
様
・
功
績

八
丁
味
噌
を
好
ん
で
い
た
こ
と

優
れ
た
家
臣
団
に
恵
ま
れ
、
愛
さ
れ
る
人
徳
が
あ
っ
た
こ
と

家
康
公
の
言
葉
（

遺
訓
）

三
河
一
向
一
揆
の
苦
労
話

瀬
名
姫
と
の
会
話

家
康
公
が
岡
崎
を
大
切
に
し
て
い
た
こ
と

東
照
公
産
湯
の
井
戸
が
あ
る
こ
と

家
康
公
が
健
康
志
向
だ
っ
た
こ
と

鹿
ヶ
松
の
伝
説
（

増
水
し
た
矢
作
川
を
鹿
に
続
い
て
無
事
渡
っ
た
）

龍
城
神
社
の
逸
話
（

家
康
公
生
誕
の
朝
、
龍
が
昇
天
し
た
）

国
際
感
覚
を
も
っ
て
政
治
を
し
て
い
た
こ
と

家
康
公
が
火
薬
製
造
を
三
河
の
み
奨
励
し
、
花
火
製
造
が
栄
え
た
こ
と

伊
賀
八
幡
宮
の
逸
話
（

家
康
公
が
戦
の
前
に
戦
勝
祈
願
）

延
命
地
蔵
（

天
恩
寺
・
見
返
り
の
大
杉
）
が
家
康
公
の
命
を
救
っ
た
こ
と

徳
川
歴
代
将
軍
の
等
身
大
の
位
牌
が
大
樹
寺
に
あ
る
こ
と

竹
千
代
が
手
習
い
に
法
蔵
寺
に
通
っ
た
こ
と

江
戸
の
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
し
た
こ
と

幼
少
時
代
の
苦
労
話

江
戸
（

東
京
）
の
文
化
は
岡
崎
、
西
三
河
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と

家
康
の
最
大
の
敗
北
で
あ
る
三
方
ヶ
原
の
戦
い
の
こ
と

松
平
家
の
産
土
神
の
六
所
神
社
が
あ
る
こ
と

瀧
山
東
照
宮
が
日
本
三
東
照
宮
で
あ
る
こ
と

徳
川
氏
の
家
紋
（

葵
紋
）

一
向
衆
に
追
わ
れ
た
家
康
公
が
身
を
隠
し
た
山
中
八
幡
宮
の
鳩
ヶ
窟
の
こ
と

源
氏
の
末
裔
と
し
て
市
内
の
源
氏
ゆ
か
り
の
寺
社
を
大
切
に
し
た
こ
と

亡
き
父
を
偲
ん
で
松
を
植
え
た
場
所
が
「

松
応
寺
」
と
な
っ
た
こ
と

康
生
町
の
由
来
（

家
「

康
」
公
が
「

生
」
ま
れ
た
場
所
）

家
康
公
の
好
物
を
並
べ
た
逸
話
（

一
富
士
二
鷹
三
茄
子
）

岩
津
城
址
が
築
城6

0
0

年
を
迎
え
る
こ
と

織
田
信
長
・
豊
臣
秀
吉
と
の
関
わ
り
か
た

息
子
・
正
室
を
亡
く
し
た
こ
と

徳川家康公と岡崎との結びつきとして、あなたがどなたかに伝えていきたいことはありますか？（Q6市⺠のみの設問 エピソード内容）
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